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側
に
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
も
の
の
、

デ
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
と
思
う
が
、

導
入
を
見
送
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
、
市
の
見
解
を
問
う
。
ま
た
、

仮
に
本
制
度
が
実
施
さ
れ
た
場

合
、
５
０
０
万
か
ら
１
０
０
０

万
円
で
応
募
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
た
市
内
企
業
も
あ
る
と
思

う
が
、
こ
の
よ
う
な
企
業
に
対

し
、
市
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

答　
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
制
度

は
、
民
間
企
業
等
に
命
名
権
を

問　
妙
典
地
区
に
少
年
野
球
場

が
整
備
さ
れ
た
こ
と
や
、
令
和

６
年
９
月
15
日
に
行
わ
れ
た
少

年
野
球
大
会
「
Ｊ
Ａ
い
ち
か
わ

旗
争
奪
戦
」
の
決
勝
戦
を
市
長

が
観
戦
し
に
来
た
こ
と
は
、
関

係
者
一
同
感
謝
し
て
い
る
が
、

決
勝
戦
の
最
中
、
砂
ぼ
こ
り
に

よ
る
中
断
が
何
度
も
発
生
し
た
。

本
野
球
場
に
お
け
る
砂
ぼ
こ
り

対
策
を
早
急
に
講
じ
る
べ
き
と

考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
本
野
球
場
の
砂
ぼ
こ
り
は

開
設
当
時
か
ら
周
辺
住
民
等
の

迷
惑
事
と
し
て
課
題
と
な
っ
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
も
利
用
の
な

い
時
に
は
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
を

稼
働
し
、
大
会
等
の
利
用
時
に

は
関
係
者
に
よ
る
散
水
等
で
砂

ぼ
こ
り
対
策
を
講
じ
て
き
た
が
、

砂
ぼ
こ
り
に
よ
り
試
合
が
中
断

す
る
事
態
も
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
、
６
年
12
月
定
例
会
で
、
フ

ァ
ー
ル
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
人
工
芝

化
に
係
る
補
正
予
算
を
計
上
し

て
い
る
。
人
工
芝
を
施
工
す
る

範
囲
は
、
少
年
野
球
連
盟
か
ら
、

使
用
す
る
年
齢
層
に
よ
っ
て
塁

間
に
違
い
が
あ
る
た
め
内
野
部

分
は
人
工
芝
化
し
な
い
方
が
よ

い
等
の
意
見
も
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
フ
ァ
ー
ル
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

譲
渡
す
る
代
わ
り
に
安
定
し
た

契
約
料
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
財
政
上
有
効
な
手
段
と

考
え
る
が
、
施
設
名
称
に
企
業

名
を
冠
す
る
こ
と
で
、
企
業
が

所
有
す
る
施
設
と
誤
認
さ
れ
る

恐
れ
が
あ
る
こ
と
が
デ
メ
リ
ッ

ト
と
考
え
て
い
る
。
国
府
台
と

い
う
名
称
を
守
り
、
広
く
周
知

し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
、
本
制
度
の
導
入
を
見
送
る

こ
と
と
し
た
が
、
正
式
な
決
定

ま
で
に
時
間
を
要
し
た
こ
と
で
、

迷
惑
を
か
け
た
と
思
っ
て
い
る
。

問　
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
（
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
）
は
、
幅
広
い
製
品
の

高
性
能
化
に
役
立
っ
て
い
る
一

方
、
人
体
や
環
境
に
対
す
る
有

害
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
海

上
自
衛
隊
下
総
航
空
基
地
周
辺

に
位
置
す
る
、
鎌
ヶ
谷
市
軽
井

沢
地
区
の
井
戸
水
か
ら
暫
定
指

針
値
以
上
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
検
出

さ
れ
た
が
、
陸
上
自
衛
隊
松
戸

駐
屯
地
周
辺
の
大
町
地
区
の
井

戸
水
等
に
つ
い
て
、
地
下
水
調

査
を
実
施
し
て
い
る
の
か
。

答　
本
市
で
は
、
令
和
３
年
度

よ
り
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
成
分
で
あ
る
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ｓ
及
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
に
つ
い

て
地
下
水
調
査
を
実
施
し
て
き

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
大
町
地

区
を
含
む
市
内
４
地
点
で
調
査

を
実
施
し
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
及
び
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ａ
の
暫
定
指
針
値
を
超
過

し
た
地
点
は
な
い
。
し
か
し
、

昨
今
の
報
道
で
不
安
を
感
じ
る

市
民
も
い
る
こ
と
か
ら
、
市
内

の
調
査
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

近
隣
市
の
状
況
確
認
を
行
い
、

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
を

通
じ
て
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
関
す
る
情

報
な
ど
を
発
信
し
て
い
く
。

人
工
芝
化
す
る
こ
と
と
し
た
。

問　
姥う

ば
や
ま山

貝
塚
か
ら
出
土
し
た

縄
文
時
代
の
５
体
の
人
骨
に
つ

い
て
、「
姥
山
貝
塚
の
５
体
の

人
骨
の
謎
に
迫
る
」
と
題
し
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
メ
デ
ィ
ア
パ

ー
ク
市
川
で
開
催
さ
れ
、
参
加

希
望
者
が
４
０
０
人
以
上
も
集

ま
っ
た
。
関
心
の
高
ま
っ
て
い

る
姥
山
貝
塚
だ
が
、
現
地
に
は

駐
車
場
が
な
い
状
況
で
あ
る
。

来
園
者
用
の
駐
車
場
を
整
備
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解

を
問
う
。
ま
た
、
同
公
園
の
隣

接
地
に
自
治
会
館
を
建
設
し
、

姥
山
貝
塚
関
連
の
記
念
コ
ー
ナ

ー
を
整
備
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

答　
現
在
、
姥
山
貝
塚
公
園
に

は
駐
車
場
が
な
く
、
利
用
者
に

よ
る
路
上
駐
車
が
あ
る
こ
と
も

認
識
し
て
お
り
、
駐
車
場
の
必

要
性
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
仮
に
自
治
会
館
が
で
き
、

そ
こ
に
姥
山
貝
塚
関
連
の
記
念

コ
ー
ナ
ー
を
整
備
す
る
場
合
は
、

考
古
博
物
館
に
収
蔵
し
て
い
る

姥
山
貝
塚
の
出
土
品
を
貸
し
出

す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
出

土
品
を
展
示
す
る
際
に
は
、
建

物
の
機
械
警
備
な
ど
、
施
設
の

管
理
体
制
等
が
必
要
と
な
る
。

問　
柏
井
少
年
広
場
の
約
７
０

０
０
坪
の
土
地
は
、
７
名
の
土

地
所
有
者
か
ら
40
年
以
上
の
間
、

市
が
無
償
で
借
用
し
て
い
る
が
、

所
有
者
の
死
亡
に
よ
り
、
令
和

６
年
４
月
か
ら
契
約
の
更
新
が

で
き
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

過
去
の
定
例
会
で
何
度
も
、
市

が
当
該
土
地
を
買
い
取
る
こ
と

を
要
望
し
て
き
た
が
、
つ
い
に

契
約
の
更
新
が
で
き
な
い
と
い

う
問
題
が
起
き
て
し
ま
っ
た
。

そ
こ
で
、
当
該
土
地
の
今
後
の

活
用
方
法
に
つ
い
て
問
う
。

答　
土
地
所
有
者
か
ら
、
当
該

土
地
の
買
収
等
に
関
す
る
要
望

は
受
け
て
い
る
が
、
当
該
地
区

に
公
園
や
道
路
整
備
な
ど
の
計

画
の
予
定
が
な
い
こ
と
か
ら
、

要
望
に
応
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
状
況
で
あ
る
。
土
地
所
有
者

か
ら
返
還
の
請
求
が
あ
れ
ば
、

所
有
者
の
意
向
を
尊
重
し
、
返

還
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
て

お
り
、
そ
の
場
合
は
広
場
の
一

部
が
使
用
で
き
な
く
な
る
こ
と

も
想
定
さ
れ
る
。
市
と
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
少
年
広

場
と
し
て
貸
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
協
議
を
継
続
し
て
い
く
。

問　
15
年
ほ
ど
前
、
東
日
本
旅

客
鉄
道
株
式
会
社
に
対
し
、
船

橋
法
典
駅
の
北
側
に
改
札
口
を

設
置
す
る
よ
う
要
望
し
た
が
、

柏
井
町
地
区
は
居
住
者
数
が
少

な
い
と
の
こ
と
で
断
ら
れ
た
経

緯
が
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
は

１
３
０
戸
以
上
も
の
宅
地
開
発

が
行
わ
れ
る
な
ど
、
居
住
人
口

の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
居
住
人
口
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
同
地
区
の
利

便
性
向
上
の
た
め
、
改
め
て
船

橋
法
典
駅
北
側
に
改
札
口
を
整

備
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
船
橋
法
典
駅
北
側
に
改
札

口
が
設
置
さ
れ
れ
ば
、
市
民
の

利
便
性
が
向
上
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
が
、
設
置
す
る
に
は

鉄
道
敷
地
内
に
新
た
な
工
作
物

や
建
築
物
の
築
造
が
必
要
に
な

る
な
ど
の
課
題
も
あ
る
。
ま
た
、

同
駅
は
船
橋
市
に
所
在
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
船
橋
市
と
調
整

を
図
る
必
要
も
あ
る
。
今
後
の

同
地
区
の
状
況
を
注
視
し
、
必

要
に
応
じ
て
鉄
道
事
業
者
へ
の

申
し
入
れ
を
検
討
し
て
い
く
。

国
府
台
公
園

野
球
場
の
名
称

妙
典
野
球
場

の
人
工
芝
化

姥
山
貝
塚
公
園

の
駐
車
場
整
備

無
償
契
約

の

更

新

船
橋
法
典
駅

北
側
改
札
口

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の

不
安
へ
の
対
応

問　
令
和
７
年
完
成
予
定
の
国

府
台
公
園
野
球
場
に
つ
い
て
、

市
は
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
制
度

の
導
入
を
見
送
っ
た
と
の
こ
と

で
あ
る
。
本
制
度
は
、
施
設
の

命
名
権
を
有
料
で
付
与
す
る
だ

け
で
、
施
設
使
用
等
に
関
す
る

権
限
は
発
生
し
な
い
た
め
、
市

創

生

市

川

小
泉
　
文
人

ほ
と
だ
ゆ
う
な

国
松
ひ
ろ
き

大
久
保
た
か
し

石
原
た
か
ゆ
き

石
原
み
さ
子

稲
葉
　
健
二

竹
内
　
清
海

加〔
総
括
質
問
者
〕

藤
　
武
央

岩
井
　
清
郎

国府台スタジアム（完成イメージ図）

　市川市議会では、年４回の各定例会で、交渉会派（所属議員３人以上の会派）ごとに市長提出議案等その他

市政全般について問う代表質問を行います。６・９・12月定例会における各会派の発言時間は、原則３日間の

総会議時間を、会派数及び会派の所属人数に応じて割り振って決定します。質問は総括質問者が行う他、補足

質問者を立てることができます。ここでは、会派が指定した項目の質問・答弁を要約して掲載しました。

※12月定例会の代表質問は 11月 25日に通告を締め切り、11月 29日から３日間の日程で行いました。

核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言
40

周
年
を
記
念
し
て
、
被
爆
樹
木

で
あ
る
ア
オ
ギ
リ
２
世
の
植
樹

と
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言

の
全
文
を
記
載
し
た
記
念
プ
レ

ー
ト
の
除
幕
を
行
う
式
典
が
大

洲
防
災
公
園
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
式
典
に
は
小
学
６
年
生
の

児
童
が
参
加
し
、
宣
言
文
の
朗

読
な
ど
を
行
っ
た
が
、
参
加
の

経
緯
を
問
う
。
ま
た
、
今
後
、

行
徳
地
域
な
ど
市
内
の
他
の
地

域
に
あ
る
公
園
で
、
同
様
に
植

樹
を
実
施
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答　
小
学
６
年
生
の
児
童
が
参

加
し
た
経
緯
と
し
て
は
、
本
事

業
は
、
本
市
の
核
兵
器
廃
絶
平

和
都
市
宣
言
に
つ
い
て
、
若
い

世
代
を
中
心
と
し
た
市
民
に
知

っ
て
も
ら
い
、
平
和
の
大
切
さ

を
次
世
代
に
継
承
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

大
洲
小
学
校
に
協
力
を
依
頼
し
、

平
和
学
習
が
行
わ
れ
て
い
る
６

年
生
の
全
ク
ラ
ス
の
児
童
に
参

加
し
て
も
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
。

市
内
の
他
の
地
域
に
あ
る
公
園

で
の
植
樹
に
つ
い
て
は
、
今
回

植
樹
し
た
樹
木
が
大
き
く
成
長

し
、
目
的
に
沿
っ
た
効
果
を
得

ら
れ
る
か
を
確
認
し
た
上
で
、

被
爆
樹
木

の

植

樹

問　
令
和
６
年
11
月
、
本
市
の

日
本
共
産
党

清〔
総
括
質
問
者
〕

水
み
な
子

や
な
ぎ
美
智
子

と
く
た
け
純
平

廣
田
　
德
子

植樹されたアオギリ２世とその隣に設置された記念プレート


